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１．通期見込 
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    2Q通期見込 3Q通期見込 差異 3Q実績 

売上高 3,100 3,300 200 2,129 

売上総利益 270 180 △90 96 

（利益率） 8.7％ 5.5％ △3.2％ 4.5% 

営業利益 20 △70 △90 △89 

経常利益 60  △40 △100 △50 

当期利益 30 0 △30 △42 

受注高 5,000 5,000 0 4,099 

通期業績見込の修正 

配当：期初見込 期末4円を維持します。(中間期4円配当済） 

（単位：億円） 



２．粗利益変動内訳 
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項目 変動額 

今年度完工案件のコスト増分 

・インドネシア肥料プロジェクト △30 

・米国石油化学プロジェクト2件 △35 

来年度完工案件の変動反映分 

  

・エジプトポリエチレンプロジェクト △10 

・ブラジルユーティリティープロジェクト △15 

・ナイジェリア肥料プロジェクト △10 

受注時期の遅れ（イラク資源開発サービス案件） △5 

他プロジェクトでの粗利益増    15 

粗利益変動総額 △90 

（単位：億円） 

(備考） 粗利益＝売上総利益 



３．収支悪化原因（１） 
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プロジェクト 発生および見直し事象 

インドネシア肥料 
プロジェクト 

・ 試運転時の手直しによるコスト増 
・ 検収遅れに伴う直接及び間接費増 
・ 工事サブコン／ベンダーからのクレーム清算 

米国石油化学 
プロジェクト２件 

・ 配管施工不良手直しによる工事費増 
・ スケジュール挽回のための工事業者の変更 
・ 工事業者とのTime & Material契約*における 
単価及び生産性の見込み違い 

今年度完工案件のコスト増分 

(*） Time & Material契約：単価×仕事量による実費払い 



３．収支悪化原因（２） 
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プロジェクト 発生および見直し事象 

エジプトポリエチレン 
プロジェクト 

・ 工期遅延リスクに伴うコスト見込増 

ブラジルユーティリティー
プロジェクト 

・ プロジェクト全体のスケジュール遅延に伴う 
コスト増 

ナイジェリア肥料 
プロジェクト 

・ 工期遅延対策費見込 

来年度完工案件の変動反映分 



４．メガプロジェクト進捗状況 

6 

プロジェクト 進捗状況 

マレーシア 
エチレンコンプレックス 

・2014年8月プロジェクトスタート 
・設計・調達作業進行中 
・LLI*機器は発注済 

トルクメニスタン 
エチレンコンプレックス 

・2014年6月プロジェクトスタート 
・設計・調達作業進行中 
・主要機器はほぼ発注済 

瀬戸内 
メガソーラー 

・2014年9月プロジェクトスタート 
・基本設計完了 
・パネルおよびPCS*発注最終段階 
・現地工事開始 

3案件とも立ち上げは順調、予定通り進捗 

LLI（Long Lead Item） ： 長納期機器 
PCS（Power Conditioning System）： 直流・交流変換装置 



本資料に記載されている見通しや業績予想などのうち、歴史的事実でないものは現在入手可能
な情報から得た当社の経営陣の判断にもとづき作成しております。実際の業績は、当社の事業
領域を取り巻く国内および海外の経済・金融情勢等、様々な重要な要素により、これら業績見通
しとは異なる結果となりうる事をご承知おきください。 

東洋エンジニアリング株式会社 

URL http://www.toyo-eng.com 

【お問い合わせ】 

〒275-0024 千葉県習志野市茜浜 2-8-1 

広報・IR部長 佐藤研司 

電話 047-454-1681 

E-mail  ir@toyo-eng.com 


